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歳
と
い
う
年
齢
も
、2
万
5
千
時
間
を

超
え
る
飛
行
時
間
も
、世
界
で
無
比
の

驚
異
的
な
数
字
だ
。
2
0
1
4
年
に
は
ギ
ネ

ス
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。
専
門
の
小
型
機
を

は
じ
め
何
十
種
類
も
の
飛
行
機
を
乗
り
こ
な

し
、戦
禍
を
生
き
抜
い
た
華
麗
な
操
縦
テ
ク
ニ
ッ

ク
は
、今
で
も
健
在
だ
と
い
う
。

開
業
医
の
4
男
に
生
ま
れ
た
高
橋
淳
さ
ん

は
幼
い
頃
か
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
憧
れ
て
い
た
。
多

く
の
著
名
人
を
輩
出
し
た
暁
星
小
学
校
の
高

学
年
だ
っ
た
頃
、初
め
て
東
京
の
上
空
を
飛

び
、そ
の
想
い
は
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
た
。
中

学
時
代
に
は
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
乗
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
後
海
軍
の
飛
行
予
科
練
習
生
に
志
願
す

る
。
し
か
し
入
隊
2
か
月
後
の
1
9
4
1
年
12

月
、日
本
軍
が
真
珠
湾
を
攻
撃
、太
平
洋
戦
争

が
始
ま
っ
た
。
民
間
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
夢
は
途
絶

え
、霞
ケ
浦
で
の
厳
し
い
訓
練
生
活
を
送
る
こ

と
に
な
る
。
軍
人
精
神
を
叩
き
込
ま
れ
、想
像

を
絶
す
る
厳
し
い
訓
練
の
果
て
に
、操
縦
士
養

成
コ
ー
ス
へ
進
み
、大
型
攻
撃
機〝
一
式
陸
上

攻
撃
機
〞の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

昭
和
18
年
、旧
イ
ギ
リ
ス
領
マ
レ
ー
半
島
ア
エ

ル
タ
ワ
ル
の
海
軍
第
7
3
2
航
空
隊
に
配
属
さ

れ
、マ
レ
ー
沖
か
ら
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
、サ
イ
パ

ン
、テ
ニ
ア
ン
な
ど
で
戦
っ
た
。
当
初
40
機
だ
っ

た
部
隊
で
残
っ
た
の
は
僅
か
2
機
。
昭
和
20
年

4
月
以
降
は
鹿
児
島
の
出
水
基
地
か
ら
沖
縄

戦
に
攻
撃
に
向
か
っ
た
が
、そ
こ
で
も
彼
以
外
の

機
は
全
て
撃
墜
さ
れ
た
。

終
戦
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
の
は
、鹿
児
島
か

ら
北
海
道
の
美
幌
航
空
隊
へ
向
か
う
途
中
。

「
こ
れ
で
死
な
ず
に
す
ん
だ
」と
、内
心
ほ
っ
と

し
た
と
い
う
。

戦
後
は
大
手
の
航
空
会
社
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー

を
断
り
、小
型
機
の
教
官
や
赤
十
字
飛
行
隊
と

し
て
被
災
地
に
物
資
を
運
ぶ
仕
事
を
選
ん
だ
。

昭
和
39
年
の
新
潟
地
震
で
、液
状
化
で
激
し

く
損
傷
し
た
滑
走
路
に
一
番
最
初
に
降
り
立
っ

た
の
も
高
橋
さ
ん
だ
っ
た
。
49
歳
で
独
立
し
、フ

リ
ー
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
な
り
、今
日
に
至
る
。

じ
基
地
に
い
た
僕
以
外
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は

皆
死
ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ
。
僕
の
飛
行

機
は
一
式
陸
攻
と
い
う
7
人
乗
り
の
飛
行
機

で
、仲
間
の
命
も
背
負
っ
て
飛
ん
で
い
る
訳
だ
か

ら
、こ
い
つ
ら
の
命
は
絶
対
殺
さ
な
い
、ど
ん
な
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こ
と
を
し
て
も
帰
っ
て
来
て
や
る
っ
て
強
い
精
神

力
が
あ
っ
た
。
た
と
え
、飛
ぶ
前
か
ら
空
が
敵

機
で
真
っ
黒
だ
っ
た
と
し
て
も
。
で
も
、飛
ぶ
前

か
ら
遺
書
を
書
い
た
り
爪
を
磨
い
た
り
す
る
ヤ

ツ
は
、ダ
メ
だ
っ
た
ね
。
そ
の
瞬
間
か
ら
も
う
負

け
て
る
ん
だ
よ
。」
激
し
い
銃
撃
戦
を
生
き
抜

い
て
来
れ
た
の
は
類
稀
な
飛
行
セ
ン
ス
と
操
縦

技
術
、そ
し
て
何
よ
り
も
強
靭
な
精
神
力
を

持
っ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。

田
に
住
ん
で
15
年
程
に
な
る
。
今
で
も

毎
週
日
曜
日
に
は
自
宅
か
ら
小
田
急
線

と
新
幹
線
を
乗
り
継
い
で
静
岡
県
富
士
川
の

滑
空
場
に
向
か
う
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ラ
イ
セ
ン
ス

に
必
要
な
国
交
省
指
定
の
厳
し
い
身
体
検
査

も
毎
年
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
健
康
状
態
も
頗
る

良
い
。

は
ね
、何
で
も
80
%
な
ん
で
す
。
食
事

も
腹
八
分
目
だ
し
、何
事
に
も
余
裕
を

持
っ
て
臨
ん
で
い
る
の
。
飛
ぶ
と
き
も
80
%
の

力
で
飛
ぶ
。
い
つ
ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
訪
れ
る
か

分
か
ら
な
い
か
ら
ね
。
完
璧
じ
ゃ
な
い
人
間
が

作
っ
た
飛
行
機
に
完
全
じ
ゃ
な
い
人
間
が
乗
る

ん
だ
か
ら
。
そ
れ
と
、僕
は
今
で
も
必
ず
飛
ん

だ
後
に
反
省
を
し
て
い
る
の
。
ど
う
や
っ
た
ら

も
っ
と
完
璧
に
飛
べ
た
の
か
、も
っ
と
上
手
く
着

陸
で
き
た
の
か
、っ
て
。よ
く『
飛
行
機
の
神
様
』

な
ん
て
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、自
分
で
は
全
然
完

璧
だ
な
ん
て
思
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
完
璧

だ
と
思
っ
た
フ
ラ
イ
ト
は
年
に
1
回
あ
る
か
な

い
か
だ
ね
。
ま
だ
ま
だ
成
長
で
き
る
と
思
っ
て

い
る
し
、も
っ
と
も
っ
と
進
歩
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
と
り
あ
え
ず
、今
は
1
0
0
歳
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
を
目
指
そ
う
と
思
っ
て
い
る
よ
。」

93歳にして、今でも操縦桿を握る世界最高齢のプロパ
イロット、高橋 淳さん。週に1回は静岡県富士川の滑空
場で、セスナやグライダーの教官をしたり、グライダー

を牽引する飛行機の操縦を行う。自衛隊での若手パ
イロットの育成や全国での講演、執筆活動など、今でも
アグレッシブに全国を飛び回っている。

Pro�le  高橋   淳
1922年10月8日 東京都生まれ
1941年甲種飛行予科練習生と
して海軍に入隊。戦後は小型
機のパイロットとなり航空測
量、写真撮影等を行う。49歳で
独立。国際航空連盟の「ポー
ル・ティサンディエ」賞、国土交
通大臣賞、厚生労働大臣賞な
ど受賞多数。現在、一般社団法
人日本飛行連盟名誉会長、赤
十字飛行隊長を務める。著書
に「淳さんのおおぞら人生、俺
流」（イカロス出版）がある

高橋  淳
パイロット

太平洋戦争を生き抜いた
機上の魔術師・Captain Takahashi 

Jun
Takahashi

93

「
同

「
僕

町
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THE SECOND GENERATION

Short Interview

9
孤
独
だ
っ
た
自
分
を
救
っ
て
く
れ
た

青
年
部
会
の
先
輩
や
仲
間
た
ち

三
井 

康
弘

株
式
会
社 

三
井
製
作
所

代
表
取
締
役

ウ
レ
タ
ン
や
ゴ
ム
な
ど
の
素
材
で
緩

衝
材
を
製
作
し
て
い
る
三
井
製
作
所
。

三
井
康
弘
氏
は
大
学
卒
業
後
に
同
社
に

入
社
、代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
の
は

９
年
前
だ
。
現
在
は
町
田
市
産
業
創
造

セ
ン
タ
ー
で
ダ
イ
ニ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
も

運
営
し
、法
人
会
で
は
青
年
部
会
の
研

修
委
員
長
も
務
め
て
い
る
。　

　

2
代
目
社
長
に
就
任
さ
れ
た
い
き

さ
つ
や
、そ
の
前
後
で
大
変
だ
っ
た
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
入
社
し
て
7
年
目
頃
に
父
が
病
い

で
倒
れ
、そ
の
1
年
半
後
に
亡
く
な
っ
た

ん
で
す
。
僕
は
そ
れ
ま
で
経
理
以
外
の

仕
事
は
殆
ど
や
っ
て
い
た
の
で
、十
分
準

備
を
し
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
。
で
す
が
、

い
ざ
社
長
に
な
っ
た
ら
、色
々
な
こ
と
が
全

然
上
手
く
い
か
な
い
ん
で
す
。
銀
行
や
受

注
先
、仕
入
先
や
従
業
員
の
こ
と
、全
て

が
想
定
し
て
い
な
い
方
向
に
進
み
、そ
れ
ま

で
会
社
が
う
ま
く
回
っ
て
い
た
の
は
父
が

全
て
ま
と
め
て
い
た
ん
だ
と
、そ
の
時
初

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
生
き
て
い

る
時
は
本
当
に
喧
嘩
ば
か
り
だ
っ
た
ん
で

す
が
、今
で
は
本
当
に
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

　

大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
ん
で
す

ね
。
法
人
会
へ
入
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
何

だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

　

自
分
が
社
長
に
な
っ
て
、暫
く
孤
独

な
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
就
業
規
則
や
保

険
も
き
ち
ん
と
整
え
て
働
き
や
す
い
環
境

を
整
備
し
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
、逆

に
そ
れ
を
窮
屈
に
感
じ
て
多
く
の
社
員

が
辞
め
て
い
き
ま
し
た
。
同
期
も
い
な
い

し
、休
み
も
な
い
、う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

ば
か
り
で
自
分
を
責
め
て
ば
か
り
い
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
ん
な
時
、境
川

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
の
実
行
委
員
会
で

偶
然
会
っ
た
荒
江
さ
ん（
元
部
会
長
）に

法
人
会
の
事
を
教
え
て
も
ら
っ
た
ん
で

す
。
そ
の
直
後
に
入
会
し
、青
年
部
会
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
同
世
代
の
経
営
者
が
皆
頑
張
っ
て

い
る
の
で
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
し
た

し
、先
輩
方
か
ら
は
色
々
学
ば
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
毎
月
の
役
員
会
が
楽
し
み
で

た
ま
ら
な
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

良
い
出
会
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

飲
食
事
業
の
方
も
順
調
そ
う
で
す
が
。

　

法
人
会
の
人
は
皆
笑
顔
だ
し
、自

分
も
元
気
に
な
り
ま
す
。
周
囲
に
配
慮

し
た
り
人
に
感
謝
し
た
り
、そ
う
い
う
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。３
年
前
に
始
め
た
飲
食
事
業
も
全

く
未
経
験
の
分
野
で
、立
ち
上
げ
よ
う

か
ど
う
し
よ
う
か
悩
ん
で
い
る
時
に
背
中

を
押
し
て
く
れ
た
の
も（
青
年
部
会
の
）

杉
浦
さ
ん
で
し
た
。「
右
も
左
も
分
か
ら

な
く
て
も
前
に
は
進
め
る
だ
ろ
う
」と
。

色
々
な
部
分
で
僕
を
救
っ
て
く
れ
た
の
が

法
人
会
の
青
年
部
会
。い
い
仲
間
に
恵

ま
れ
、仕
事
も
法
人
会
活
動
も
楽
し
く

や
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
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Company Profile
株式会社 三井製作所
創業　昭和52年10月
業種　各種工業用品の製造販売
町田市忠生2-27-67
042-793-5581
http://www.mitsui-ss.co.jp/
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開
放
的
な
空
間
で
楽
し
む

真
夏
の
夜
の
B
B
Q

w 

相
模
原
市
南
区
上
鶴
間
本
町   

B
B
Q 

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン 

闘
牛
門

22

町田 発

S e a s o n s  F l a v o r
旬の味

　

Ｂ
Ｂ
Ｑ
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
闘
牛
門

は
今
年
で
2
年
目
を
迎
え
る
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
。
運
営
し
て
い
る
の
は
原

町
田
3
丁
目
、文
学
館
通
り
に
店

舗
を
構
え
る
闘
牛
門
だ
。
和
牛
を

1
頭
買
い
す
る
こ
と
で
上
質
の
牛

肉
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
提
供
し
人
気

を
集
め
て
い
る
焼
肉
店
で
も
あ
る
。

オ
ー
ナ
ー
は
32
才
の
飯
間
圭
吾
氏
。

香
川
県
か
ら
上
京
し
、焼
肉
店
に

務
め
た
後
に
独
立
、原
町
田
に
店
を

構
え
て
今
年
で
5
年
目
と
な
る
。

生
き
残
り
が
厳
し
い
飲
食
業
界
で
、

西
麻
布
に
1
店
舗
、最
近
で
は
淵

野
辺
の
国
道
16
号
線
沿
い
に
も
新

店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
ば
か
り
だ
。

　

ホ
テ
ル
ラ
ポ
ー
ル
千
寿
閣
敷
地
内

に
あ
る
町
田
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
屋
上
に
作
ら
れ
た
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

は
、駅
か
ら
僅
か
3
分
と
い
う
好
ア

ク
セ
ス
。
開
放
的
な
雰
囲
気
の
中
、

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
は
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
を
楽
し
め
る
な
ど
、演
出
に
も
趣

向
を
凝
ら
す
。

　

Ｂ
Ｂ
Ｑ
は
闘
牛
門
自
慢
の
国
産

黒
毛
和
牛
を
は
じ
め
、鶏
も
も
や

豚
ト
ロ
、ソ
ー
セ
ー
ジ
に
焼
き
野
菜
、

更
に
様
々
な
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
も
全

て
食
べ
放
題
と
な
る
。

　

週
末
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
団
体

客
で
賑
い
を
見
せ
る
が
、若
き
経
営

者
が
提
案
す
る
真
夏
の
風
物
詩
・

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
コ
ラ
ボ

が
町
田
の
夏
の
定
番
と
な
る
か
、そ

し
て
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
注
目
し

た
い
。

SH
O

P
 D

A
T

A

相模原市南区上鶴間本町3-11-8
町田ボウリングセンター2F
TEL : 070-5087-0184
16:00～22:00（最終入店21:00）
http://www.beergarden-tougyuumon.com/

SH
O

P
 D

A
T

A

BBQ ビアガーデン 闘牛門

飲み放題、食べ放題で料金は1人4,200円。時間は2時間制。

東急東急■

ホテルラポール
千寿閣
ホテルラポール
千寿閣

■

■
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ

ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ

鹿島神社
交差点
鹿島神社
交差点

BBQ
ビアガーデン闘牛門
（町田ボウリングセンター2F）

BBQ
ビアガーデン闘牛門
（町田ボウリングセンター2F）
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事業承継＝経営のバトンタッチ＝株式の引き継ぎ
中小企業の場合、事業承継と株式の引き継ぎはイコールです。
でも、株式の引き継ぎにはご用心！額面だけしかみていないと･･･

今回は、額面ではわからない株式の価値の話。

東京税理士会町田支部　税理士　高橋浩之

額面ではわからない
株式の価値、の巻

●

ウェブログ好評開設中！

22

Ⅳ. 株式の価値は
　  資本金と利益からできている

Ⅲ. 1分でわかる株式の価値

Ⅱ. 税金がかかるのは価値に対して

■ビジネス寓話■ 3百万円の株式と5千万円の株式
　むかし、ある男が、手を滑らせて会社の株式を湖に
落としてしまった。額面は3百万円だ。男は困ってし
まい、シクシク泣いた。すると湖の中から美しい女神
がでてきて、額面5千万円の株式をみせた。
　「お前が落としたのは、この株式ですか？」
　「違います。そんな大きな会社の株式ではありません」
　つぎに女神は、額面3百万円の株式をだしてこう
言った。
　「では、この株式ですか？」
　「そうです。その3百万円の株
式です」
　「まあ、なんと正直な男なこと」
　女神は感心して、たっぷりと褒美を男にくれたので
ある。このことを友だちに話すと、友だちはさっそく株
式を持って湖へ出かけた。3百万円の株式だ。そして、
わざと株式を湖に落とすと、うそ泣きを始めた。

　湖から女神がでてきて、5千万円
の株式をみせた。
　「お前が落としたのは、この株
式ですか？」

　男は、これはチャンスだとおもった。
　「そうです。そうです。そうです。5千万円の株式です。
はい。5千万円の株式を落としてしまったんです」
すると、女神は、「そう。ではこの株式を持っていくがよい」

　友だちは3百万円の株式が5千万円の株式に変わ
り、大喜びで帰っていった。ところが─、
　5千万円の会社は赤字続きだったのだ。しかも大
幅な債務超過で倒産寸前。そんな会社の株式は紙
切れ同然だ。
　一方、3百万円の会社は積みあがった利益も大きく、
十分すぎる蓄えがある。そういう会社の価値は大きい。
その価値はなんと10倍にもなることがわかったのだ。
　しょんぼりするうそつき男。うそつきには罰が待って
いるという喩えだろうか。いや、株式の価値は額面だ
けではわからない、というお話である。

Ⅰ. バトンタッチ、
　  まず株式の価値を知る必要あり
　あなたが代表を務めている会社。もともとあなたが3百
万円の資本金を払い込んで設立したとしましょう。株式の
額面は3百万円です。オーナー社長のあなたは、いまもそ
の全株を持っています。
　あなたは一線を退く決意をし、社内で経験を積んでいる
息子に事業を承継させることにしました。経営のバトンタッ
チのためには、あなたはいま持っている株式を息子へ売る
かあげる（⇒贈与）かしなければなりません。でも、ここでご
注意を！売るにせよあげるにせよ、どちらにしても株式の価
値を知る必要があるんです。なぜかというと─、

　まずは売るとき。額面での取引は危険です。もともと
3百万円払い込んだ株式だから3百万円で売ろう。息
子相手に儲けようなんておもわないし。こう考えるのは
自然かも知れません。でも、もしあなたの会社の株式の
価値が10倍の3千万円だったとしたら─。
　息子は3千万円の価値のある株式を3百万円で買っ
たことになります。税務署からは、ずいぶん安く買ったね。
差額の2千7百万円は贈与だよ。息子さん贈与税払っ
てね。こう言われてしまいます。それを避けるために検討
すべきは、価値に見合った金額での取引、です。
　つぎはあげるとき。3百万円でなく3千万円に対して
贈与税がかかります。このときだって、株式の価値を知っ
ていれば、なんらかの対策ができたはず。
　─うむ、株式の価値の大切さはわかった。でも、中
小企業の株式には上場株式のように流通する価格は
ないよね。どうしたらわかるの？

　あなたの会社の株式の価値。じつは、それを知るのは
簡単。引き算を1回するだけ。1分でわかります。
　いちばん新しい貸借対照表を用意してください。
　まずは、「資産の部合計」をさがします。
　つぎに、「負債の部合計」をさがします。

　「資産の部合計」から「負債の部合計」を差し引きます。
出てきた金額が、あなたの会社の株式の価値です。
　おやまあ、ずいぶんあっさりわかっちゃいましたね。そ
んな簡単でいいの、とおもいますかね？ でも、多少手を
加えること（囲み記事参照）があっても、これが税金の世
界で基本の「き」となる方法なんですね。

資産の部合計－負債の部合計＝株式の価値
＊発行済み株式数で割れば、1株あたりの金額

それぞれ貸借対照表のこのへんにある！
資産の部合計⇒左側のいちばん下
負債の部合計⇒右側真ん中よりちょっと下あたり

■ 基本の「き」に手を加えるということ ■

　たとえば、会社が土地を持っている場合。そのと
きは、貸借対照表に載っている土地の価格を現在
の価格に置き代えてから、さきほどの計算をします。
　なぜなら、貸借対照表に載っている土地の価格
は買ったときのまま、なので。そうすることにより、土
地の値上がり益、値下がり損がそれぞれ株式の価
値に反映されるというわけです。

　紹介した株式の価値は、＜払い込んだ資本金＋あな
たの会社がいままで稼いできた利益＞とイコールです。
株式の価値が大きいということは、積み重ねてきた利益
もそれだけ大きいということ。
　これからは、決算ごとに、あなたの会社の株式の価値
を計算することをおすすめします。

■＜その後の＞3百万円の株式と5千万円の株式■

　後日、友だちはふたたび3百万円の株式を湖に
落とした。例の美しい女神がでてきて、5千万円の
株式をみせた。「お前が落としたのは、この株式で
すか？」男の信条は、おなじ轍はふまない、である。
ドヤ顔でこう言った。「その会社の貸借対照表をみ
せてくれ。それをみるまでは、その株式がおれのも
のかどうかは言えないぜ」

　すると、女神は「みせられるかっー！」
こう怒鳴ると湖の中に戻ってしまっ
た。友だちは手ぶら
で帰るはめに。策を
弄しても利益が得ら

れるとは限らない。このことをこの
お話は教えてくれる。

負債の部合計負債の部合計

資産の部合計資産の部合計
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